
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
三
巻　

二
〇
一
〇
年

一 

は
じ
め
に

　

『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
と
は
、『
国
書
総
目
録
』
に
お
い
て
『
超
大
極
秘
五
字
伝
』
の
書
名
で

も
記
載
の
あ
る
、
望
月
長
孝
・
平
間
長
雅
等
の
奥
書
を
有
す
る
地
下
の
伝
授
書
で
あ
る
。
内
容
は
詠

歌
の
眼
目
を
五
字
で
表
し
、
証
歌
を
掲
げ
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
下
幸
男
氏
の
『
近
世
古
今

伝
授
史
の
研
究　

地
下
篇
』（
一
九
九
八
年
・
新
典
社
刊
）
に
内
容
の
紹
介
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
研
究
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
世
の
地
下

の
和
歌
人
口
の
拡
大
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
、
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
貞
徳
流
の
人
々
が
、
歌
を
詠
む

際
に
、
何
を
肝
要
と
考
え
実
際
に
ど
の
よ
う
な
歌
を
秀
歌
と
捉
え
て
い
た
か
を
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
は
、
ま
だ
手
つ
か
ず
状
態
の
こ
の
時
代
の
地
下
の
実
作
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
う
え
で
も
非
常
に

有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
従
来
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
和
歌
伝
授
五
字
之
大

事
』（
以
下
『
五
字
之
大
事
』
と
略
す
。）
の
成
立
・
伝
本
の
系
統
・
伝
授
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

二　

構
成
・
形
態

『
五
字
之
大
事
』
は
、
序
文
・
五
字
各
々
の
秘
伝
・
伝
授
奥
書
か
ら
成
り
立
つ
。
五
字
各
々
の
秘

伝
は
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
二
部
に
分
か
れ
、
前
半
の
陰
陽
五
行
の
密
説
で
説
か
れ
た
漢
文
部
分
と
、

後
半
の
証
歌
を
伴
う
漢
字
仮
名
混
じ
り
部
分
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
五
字
全
体
が
、
陰
陽
五
行
の

相
生
の
考
え
方
で
循
環
す
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
肝
心
の
五
字
に
関
し
て
は
、
○
や
△
・
◇
等

の
記
号
で
伏
せ
字
の
形
を
と
る
。
伏
せ
字
が
何
で
あ
る
か
は
、
一
部
類
推
で
き
る
も
の
は
あ
る
も
の

の
、
本
文
中
に
は
書
か
れ
て
は
い
な
い
。
一
番
目
の
伏
せ
字
▽
△

の
項
（
以
下
、
便
宜
上
一
章
・
二
章

と
い
う
よ
う
に
呼
ぶ
）
で
は
、
景
気
の
重
要
性
、
二
章
△
で
は
、
感
深
き
歌
を
詠
む
こ
と
、
三
章
□

で
は
、
新
し
き
歌
、
四
章
◇
で
は
、
金
玉
の
詞
、
五
章
○
で
は
、
秀
句
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

三　

伝
本

『
国
書
総
目
録
』・
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
目
録
・『
近
世
古
今
伝
授
の
研

究　

地
下
篇
』
等
か
ら
現
在
ま
で
に
知
り
得
た
伝
本
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
序
文
・
五
字
各
々

の
秘
伝
に
関
し
て
は
、
内
容
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
た
だ
し
、
書
写
過
程
で
の
語
句
の
脱
落
と
思

し
き
も
の
・
語
順
の
相
違
等
が
あ
り
、
幾
つ
か
の
伝
本
ご
と
に
一
定
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

①
宮
内
庁
書
陵
部
本

外
題
『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』、
内
題
『
和
歌
点
伝
授
五
字
之
大
事
』。（
内
題
は
、
序
の
後
に

書
か
れ
た
も
の
を
と
る
。）
古
今
伝
授
資
料
十
一
。
整
理
番
号
Ｂ
６―

７
３
５
。
宝
永
二
年
に
長

雅
か
ら
北
条
氏
朝
に
伝
授
さ
れ
た
。『
近
世
古
今
伝
授
史
の
研
究　

地
下
篇
』
に
よ
れ
ば
本
文
長

隣
筆
、
巻
末
一
連
の
奥
書
は
長
雅
筆
。

②
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
き
）

外
題
『
五
字
大
事
』、
内
題
な
し
。
整
理
番
号
１
５
３
０
。『
連
歌
論
書
』
の
内
の
一
本
。『
春
樹
顕

秘
鈔
』・『
和
歌
会
席
作
法
秘
伝
』・『
詠
歌
大
本
秘
訣
』
が
合
冊
さ
れ
る
。
享
保
六
年
に
長
隣
か
ら

小
西
宗
朗
に
伝
授
さ
れ
た
。

③
柿
衛
文
庫
本
（
柿
衛
文
庫
紙
焼
き
）

外
題
、
内
題
な
し
。
柿
衛
文
庫
目
録
書
名
『
和
歌
五
字
之
大
事
』。
整
理
番
号
５
２
１
２
。
序
文

か
ら
一
章
の
途
中
ま
で
を
欠
い
た
残
欠
本
。
宝
永
三
年
長
雅
か
ら
井
長
如
に
伝
授
さ
れ
た
。
享
保

十
三
年
莫
然
斎
短
山
正
言
・
延
享
三
年
赤
井
含
章
斎
一
貞
・
天
明
五
年
然
住
軒
度
会
常
典
の
奥
書

あ
り
。

④
宮
内
庁
書
陵
部
本

外
題
『
詠
歌
大
本
五
字
之
大
事
』、
内
題
な
し
。
整
理
番
号
Ｂ
６―

５
６
２
。
長
雅
か
ら
の
宛
名

『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
の
成
立
と
平
間
長
雅

　
　
　

飯＊　

渕　

由　

美

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
／
平
間
長
雅
／
超
大
極
秘
五
字
伝
／
五
字
三
義
十
一
箇
／
詠
歌
大

本
秘
訣

＊
平
成
二
〇
年
度
生　

比
較
社
会
文
化
学
専
攻
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飯
渕　

『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
の
成
立
と
平
間
長
雅

な
し
。

⑤
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
き
）

外
題
『
歌
道
五
字
口
訣
』、
内
題
な
し
。
整
理
番
号
Ｄ
１
２
９
。
長
雅
か
ら
の
宛
名
な
し
。

⑥
架
蔵
本

美
濃
判
。
共
紙
表
紙
の
仮
綴
合
本
。
料
紙
楮
紙
。
表
紙
に
『
詠
歌
大
概　

全
』
と
墨
書
。
内
題
「
五

字
秘
伝
」。「
詠
歌
大
概
安
心
秘
訣
」・「
超
大
極
秘
古
今
内
伝
受
切
紙
口
訣
條
々
」・「
古
今
和
歌
集

伝
授
切
紙
」・「
古
今
天
真
独
朗
之
巻
」
が
合
冊
さ
れ
る
。
長
雅
か
ら
の
宛
名
な
し
。　

    　
　

  

⑦
筑
波
大
学
図
書
館
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
き
）

外
題
『
超
大
極
秘
五
字
伝
』、
内
題
な
し
。
整
理
番
号
ル
２
０
５―

３
８
。
短
山
翁
嘉
珍
・
寛
保

元
年
の
岡
田
宗
殖
の
奥
書
あ
り
。

⑧
祐
徳
博
物
館
中
川
文
庫
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
き
）

外
題
『
超
大
極
秘
五
字
伝
』、
内
題
な
し
。
整
理
番
号
６―

２―

２―

２
４
８
。
短
山
翁
嘉
珍
・

鍋
島
直
郷
の
奥
書
あ
り
。

⑨
東
京
大
学
国
語
研
究
室
本

外
題
『
超
大
極
秘
五
字
伝
』、
内
題
な
し
。
整
理
番
号
Ｌ
２
０
４
２
４
。
短
山
翁
嘉
珍
の
奥
書
あ
り
。

⑩
熊
本
大
学
図
書
館
北
岡
本
（
未
見
）

外
題
『
超
大
極
秘
五
字
伝
』。
整
理
番
号
８―

２―

甲
５
０
。
目
録
で
は
、「
平
間
長
雅
よ
り
井
長

如
へ
の
和
歌
の
秘
事
口
伝
」
と
あ
る
。『
近
世
古
今
伝
授
史
の
研
究　

地
下
篇
』
に
長
雅
の
奥
書

の
引
用
あ
り
。

②
か
ら
⑩
ま
で
は
転
写
本
で
あ
る
の
に
対
し
、
①
は
、
奥
書
は
長
雅
筆
で
、
十
本
の
伝
本
の
う
ち

長
雅
の
著
し
た
元
の
形
に
最
も
近
い
と
言
え
る
こ
と
か
ら
、
以
後
の
引
用
は
、
①
を
底
本
と
す
る
。

外
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
本
稿
で
は
、『
国
書
総
目
録
』
に
も
あ
る
①
の
書
名
を
用
い
る
こ
と
と

し
た
。
表
記
の
違
い
と
し
て
、
五
字
各
々
の
秘
伝
の
後
半
部
分
が
、
①
・
⑤
の
み
漢
字
か
な
混
じ
り

で
、
未
見
⑩
を
除
く
残
り
の
伝
本
は
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
で
あ
る
。
奥
書
に
か
な
り
の
違
い
が

見
受
け
ら
れ
、
そ
れ
が
伝
本
の
系
統
分
け
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
次
に
奥
書
を
検
討
し
た
い
。

四　

奥
書

未
見
⑩
を
除
く
す
べ
て
の
伝
本
に
共
通
す
る
奥
書
は
、
次
の
長
孝
の
奥
書
で
あ
る
。（
字
配
り
は

元
の
ま
ま
で
は
な
い
。
行
変
わ
り
に
／
を
入
れ
て
記
す
。
引
用
は
、
①
よ
り
。
便
宜
上
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
の
記
号
を
付
け
る
。
な
お
、
本
稿
の
写
本
等
の
引
用
は
、
適
宜
通
行
字
体
に
改
め
た
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。）

Ａ　

右
之
一
巻
者

五
字
之
大
事
﹇
面
授
口
伝
也
此
條
無
顕
筆
頭
唯
銘
心
中
而
已
﹈

此
口
伝
之
内
巨
細
而
難
銘
心
中
文
言
／
暫
顕
筆
頭
者
也
這
目
二
條
家
／
嫡
々
相
承
而
大
蔵
卿
二

位
法
印
玄
旨
／
逍
遊
軒
明
心
居
士
高
弟
一
人
准
／
一
子
血
脈
伝
来
之
趣
也
﹇
以
誓
盟
伝
之
謝
礼

等
有
格
式
﹈
／
然
上
者
範
其
器
門
下
一
人
之
外
／
全
不
致
漏
脱
之
条
如
件
／
広
沢
隠
士

延
宝
二
甲
寅
天
三
月
十
八
日　

長
孝

ま
た
、
右
奥
書
の
後
に
、
③
と
未
見
⑩
以
外
に
は
、
共
通
す
る
奥
書
が
次
の
と
お
り
に
続
く
。

Ｂ　

詠
歌
大
本
超
大
極
秘

五
字
之
大
事

＼
保
能
本
乃
止
明
石
浦

＼
己
奴
比
登
乎
松
帆
浦

以
此
両
首
成
五
字
誠
絶
妙
之
／
口
訣
一
貫
伝
心
之
正
理
也
非
血
脈
／
道
統
之
人
者
莫
許
之
矣
／

右
者
二
條
家
嫡
々
相
承
之
読
方
／
一
子
血
脈
之
口
訣
也
大
蔵
卿
二
位
法
印
／
玄
旨
逍
遊
軒
明
心

居
士
各
如
瀉
／
一
器
之
水
一
器
雖
為
相
続
伝
来
／
之
極
秘
年
来
厚
心
篤
実
而
／
抛
金
玉
殊
憲
其

器
故
不
違
豪
／
厘
今
令
附
与
之
訖
如
誓
盟
猥
／
不
可
有
漏
脱
者
也
／
広
沢
隠
士
／
長
孝

Ｃ　

詠
歌
之
大
本
超
大
極
秘

五
字
之
大
事
﹇
是
点
伝
授
也
﹈

＼
ほ
の
ほ
の
と
あ
か
し
の
浦
の
朝
霧
に
／
島
か
く
れ
行
船
を
し
そ
お
も
ふ

＼
来
ぬ
人
を
松
帆
の
浦
の
夕
暖
に
／
や
く
や
も
し
ほ
の
身
も
こ
か
れ
つ
ゝ

此
両
首
成
五
字

右
者
二
條
家
嫡
々
相
承
之
読
方
／
絶
妙
之
極
秘
而
一
貫
伝
心
之
／
正
理
血
脈
道
統
之
口
訣
也
近

来
／
大
蔵
卿
二
位
法
印
玄
旨
逍
遊
軒
／
明
心
居
士
広
沢
隠
士
狭
々
野
屋
／
翁
長
孝
居
士
代
々
如

瀉
一
器
水
／
一
器
令
相
続
伝
来
処
也
然
則
／
道
統
之
人
品
撰
其
器
可
許
容
／
縦
雖
自
身
之
一
子

非
其
器
量
者
／
全
不
令
許
免
之
規
矩
也
且
奉
任
／
和
歌
三
神
之
証
明
而
已
／
風
観
斎
長
雅

そ
れ
で
は
、
個
々
の
奥
書
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
①
・
②
は
、
右
に
掲
げ
た
基
本
形
以
外
に

他
の
伝
本
に
見
ら
れ
ぬ
「
二
首
之
伝
」
と
定
家
の
歌
を
選
ん
だ
理
由
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

Ｄ　

二
首
之
伝

＼
ほ
の
ほ
の
と
あ
か
し
の
浦

＼
来
ぬ
人
を
ま
つ
ほ
の
浦

右
二
首
之
歌
ヲ
以
二
條
家
代
々
読
／
方
之
骨
肉
家
之
相
伝
子
々
孫
々
／
之
亀
鑑
ニ
備
ヘ
ラ
レ
タ
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人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
三
巻　

二
〇
一
〇
年

ル
ト
ソ
其
子
細
ハ
／
何
レ
ノ
名
歌
秀
逸
モ
五
字
全
備
／
シ
タ
ル
歌
無
之
然
ル
ニ
此
二
首
一
ツ
モ

／
不
欠
万
徳
円
満
ナ
レ
ハ
口
訣
ニ
シ
テ
／
留
メ
置
レ
タ
ル
也
五
字
ニ
当
リ
ヤ
ウ
ハ
／
相
伝
ノ
上

ニ
テ
工
夫
ヲ
懲
シ
自
悟
／
自
得
ア
レ
ト
ノ
掟
也

此
条
雖
為
面
授
口
伝
銘
心
中
／
限
暫
顕
筆
頭
者
乎
而
后
／
可
与
丙
丁
之
童
子
者
也

Ｅ　

先
人
ノ
曰
定
家
卿
自
身
人
丸
之
／
神
詠
ニ
比
シ
給
へ
ラ
レ
タ
ル
ハ
聊
鳴
呼
ニ
／
似
タ
レ
ト
モ
定

家
卿
ノ
事
ハ
和
歌
三
尊
ノ
一
人
ニ
加
リ
給
ヘ
ラ
レ
タ
ル
ホ
ト
ノ
／
広
大
ナ
ル
徳
マ
シ
マ
セ
ハ
彼

来
ヌ
人
ヲ
／
松
帆
ノ
浦
ノ
歌
モ
天
然
ト
詠
シ
出
サ
レ
／
タ
リ
サ
レ
ハ
コ
ソ
百
人
一
首
ニ
モ
コ
ノ

／
歌
ヲ
自
身
入
ラ
レ
タ
リ
依
之
此
二
／
首
ヲ
子
々
孫
々
ノ
為
ニ
密
勘
シ
留
メ
／
給
ヘ
ラ
レ
タ
リ

全
非
為
他
人
所
／
為
ト
ソ

そ
し
て
、
①
で
は
長
雅
の
署
名
の
後
に
次
の
よ
う
に
、
伝
授
の
年
と
宛
名
が
続
く
。

宝
永
二
乙
酉
歳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
喩
（
花
押
）

　

菊
月
吉
辰　
　
　
　
　
　

／
（
印
「
六
喩
居
士
」
）（　

印
「
長
雅
」
）

佐
（
マ
マ
）山

太
守
平
姓
／　

氏
朝
尊
丈
夫

②
で
は
、
Ｃ
の
奥
書
が
、
内
容
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
長
隣
の
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
記
す
。

詠
歌
大
本
超
大
極
秘

五
字
之
大
事
﹇
謂
是
点
伝
授
﹈

＼
ほ
の
ぼ
の
と
明
石
浦

＼
こ
ぬ
ひ
と
を
松
帆
浦

此
両
首
成
五
字

右
者
二
條
家
嫡
々
相
承
之
読
方
絶
妙
之
／
極
秘
而
一
貫
伝
心
之
正
理
血
脈
道
統
之
口
訣
／
也
近

来
大
蔵
卿
二
位
法
印
玄
旨
翁
逍
遊
軒
明
心
居
士
／
広
沢
隠
士
狭
々
野
屋
翁
長
孝
風
観
斎
長
雅
／

代
々
如
瀉
一
器
水
一
器
令
相
続
伝
来
処
也
／
然
則
道
統
之
人
品
撰
具
器
可
許
容
縦
／
饒
肉
身
之

一
子
非
其
器
量
者
全
不
令
許
／
免
之
規
矩
也
且
奉
任
／
和
歌
三
神
之
証
明
而
已

 

不
遠
斎
／
長
隣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

享
保
六
年
丑
歳
晩
冬
吉
辰

　
　

小
西
氏
／
宗
朗
丈
／
参

③
で
は
、
Ａ
の
奥
書
の
後
に
、
宝
永
三
年
の
井
長
如
宛
の
長
雅
の
奥
書
（
時
と
宛
名
の
み
）
が
あ        

り
、
そ
の
後
に
は
、
正
言
以
下
の
奥
書
が
続
く
。

右
五
字
一
巻
者
大
蔵
卿
／
二
位
法
印
玄
旨
翁
逍
遊
／
軒
明
心
居
士
貞
徳
翁
広
／
沢
隠
士
狭
々
野

屋
長
孝
／
翁
風
観
斎
六
喩
居
士
長
／
雅
翁
的
々
相
承
之
口
傳
／
秘
訣
一
器
水
如
移
一
器
／
感
厚

心
篤
実
令
附
与
之
／
訖
如
誓
盟
全
無
志
人
不
／
可
有
侘
見
漏
脱
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

莫
然
斎
短
山

　

享
保
十
三
年
九
月
朔
日　
　
　
　

正
言
判

　
　
　
　
　
　
　
　

常
棟
丈

右
奥
書
代
祖
父
筆
之
旨
趣
者
／
久
志
本
氏
於
当
道
厚
志
之
人
／
也
昔
短
山
在
世
之
日
要
訣
口
／

決
傳
之
雖
不
残
此
一
巻
猶
残
／
故
嫡
孫
一
貞
継
祖
父
之
命
附
／
与
之
者
也
代
々
如
奥
書
可
被
／

珍
重
之
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
井
含
章
斎

　

延
享
三
年
丙
寅
二
月
中
旬　
　

一
貞
判

　
　
　
　
　

久
志
本
常
典
丈

右
五
字
一
巻
者
大
蔵
卿
二
位
法
印
／
玄
旨
翁
逍
遊
軒
明
心
居
士
貞
徳
翁
／
広
沢
隠
士
狭
々
野
屋

長
孝
翁
風
観
／
斎
六
喩
居
士
長
雅
翁
莫
然
斎
短
山
／
翁
的
々
相
承
之
口
傳
秘
訣
一
器
水
／
如
移

一
器
感
厚
心
篤
実
令
附
与
之
／
訖
如
誓
盟
全
無
志
人
不
可
有
他
見
／
漏
脱
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

然
住
軒

　
　

天
明
五
年
七
月　
　
　
　
　

度
会
常
典
（
花
押
）

　
　
　
　
　

南
部
／
敏
慎
丈

④
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
奥
書
は
あ
る
も
の
の
、
宛
名
を
欠
く
。
④
か
ら
⑨
ま
で
の
奥
書
Ｃ
の
「
五
字
之

大
事
」
の
下
の
部
分
に
は
、
①
②
に
は
見
あ
た
ら
ぬ
「
有
八
通
之
切
紙
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
「
八

通
之
切
紙
」
と
思
し
き
も
の
は
、
熊
本
大
学
図
書
館
北
岡
文
庫
に
存
在
す
る
。（
『
五
字
之
大
事
七
通

之
切
紙
伝
附
五
字
之
大
事
図
』﹇
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
﹈
）

⑤
も
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
奥
書
を
有
す
る
も
の
の
、
宛
名
を
欠
く
。
長
雅
の
奥
書
が
、「
延
宝
三
乙
卯
季
陽

月
吉
辰
」
と
あ
る
。

⑥
も
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
奥
書
の
後
の
宛
名
を
欠
く
。
し
か
し
、
い
っ
し
ょ
に
合
冊
さ
れ
て
い
る
「
超
大
極

秘
古
今
内
伝
受
切
紙
口
訣
條
々
」
に
嘉
珍
の
原
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
嘉
珍
に
伝
授
さ
れ
た
も
の

の
系
統
と
推
測
さ
れ
る
。

⑦
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
後
に
次
の
よ
う
に
続
く
。

先
師
長
雅
よ
り
相
伝
五
字
の
口
授
の
趣
以
近
ぬ
し
へ
／
申
伝
へ
申
す
べ
し　

短
山
翁
嘉
珍
在
判

右
従
磯
波
翁
岡
田
正
利
翁
拝
写
之
乎
可
秘
可
慎

　
　
　

寛
保
元
年
酉
年
四
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
宗
殖
記
之

⑧
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
後
に
次
の
よ
う
に
続
く
。

先
師
長
雅
よ
り
相
伝
五
字
の
口
授
の
趣
以
近
／
ぬ
し
へ
申
伝
へ
申
す
べ
し　

短
山
翁
嘉
珍
在
判

４－３



飯
渕　

『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
の
成
立
と
平
間
長
雅

磯
浪
老
翁
よ
り
寛
保
の
は
し
め
の
と
し
弥
生
／
な
か
は
六
日
に
伝
へ
う
け
ぬ
ま
こ
と
に
是
／
歌

道
の
極
秘
な
る
か
な
み
た
り
に
／
外
見
を
ゆ
る
さ
ぬ
こ
と
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
垣
子
／
直
郷
（
花
押
）

⑨
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
後
に
次
の
よ
う
に
続
く
。

先
師
長
雅
よ
り
相
伝
五
字
の
口
授
の
趣
以
近
ぬ
し
へ
申
し
伝
へ
申
す
べ
し　

短
山
翁
／
嘉
珍  

二
條
家
古
今
伝
之
系
記　

（
以
下
は
、
長
雅
以
降
の
抜
粋
）

　

弟
子
短
山　
　

源
太
郎　
　

藩
太
仲

　

紀
志
大
進

長
雅

正
言

諸
持

持
之

　

弟
子

長
伯

五　

奥
書
か
ら
推
定
さ
れ
る
伝
流
の
過
程

延
宝
二 

（
一
六
七
四
）
望
月
長
孝―

平
間
長
雅 

＊
諸
本

宝
永
二 

（
一
七
〇
五
）
平
間
長
雅―

北
条
氏
朝 
①

宝
永
三 

（
一
七
〇
六
）
平
間
長
雅―

井
長
如 
③
⑩

某
年 

 

平
間
長
雅―

水
田
長
隣 

②

某
年 

 

平
間
長
雅―

嘉
珍 

⑦
⑧
⑨

某
年 

 

平
間
長
雅―

短
山
正
言 

③

享
保
六 

（
一
七
二
一
）
水
田
長
隣―

小
西
宗
朗 

②

某
年 

 

短
山
正
言―

赤
井
含
章
斎
一
貞 

③

某
年 

 

短
山
翁
嘉
珍―

以
近 

⑦
⑧
⑨

某
年 

 

短
山
正
言―

諸
持 

⑨

享
保
十
三 

（
一
七
二
八
）
莫
然
斎
短
山
（
正
言
）―

常
棟 

③

享
保
十
九 

（
一
七
三
四
）
有
賀
長
伯―

円
山
賀
納 

『
人
物
百
談
（
1
）』

某
年 

 

以
近―

磯
波
翁
岡
田
正
利 

⑦
⑧

某
年 

 

諸
持―

持
之 

⑨

寛
保
元 

（
一
七
四
一
）
磯
波
翁
岡
田
正
利―

岡
田
宗
殖 

⑦

寛
保
元 

（
一
七
四
一
）
磯
波
翁―

鍋
島
直
郷 

⑧

延
享
三 

（
一
七
四
六
）
赤
井
含
章
斎
一
貞
（
短
山
孫
）―

久
志
本
常
典 

③

天
明
五 

（
一
七
八
五
）
然
住
軒
度
会
（
久
志
本
）
常
典―

南
部
敏
慎 

③

 

《
奥
書
に
基
づ
く
伝
来
》　
　

一
部
未
見
の
資
料
あ
り

二
条
家
相
承

幽
斎

貞
徳

長
孝

長
雅

氏
朝

長
隣

宗
朗

長
伯

賀
納

井
長
如

嘉
珍

以
近

正
利

宗
殖

直
郷

正
言

常
棟
（
＝
常
典
？
）

一
貞

常
典

敏
慎

諸
持

持
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
た
だ
し
、
嘉
珍
と
短
山
は
同
一
人
物
か
）

六　

伝
本
の
分
類

伝
本
は
、
基
本
的
に
は
、
長
雅
か
ら
誰
に
伝
授
さ
れ
た
か
に
よ
っ
て
分
類
で
き
る
。
し
か
し
宛
名

の
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
は
、
書
写
過
程
で
の
語
句
の
脱
落
と
思
し
き
も
の
や
、
語

順
の
相
違
等
か
ら
検
討
を
加
え
た
い
。

紙
焼
き
等
が
手
元
に
あ
る
①
か
ら
⑨
ま
で
を
比
較
し
て
み
た
。
○
は
、
有
り
。
×
は
、
無
し
。
△

は
、
後
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
。

＊
書
写
過
程
で
の
脱
落
と
思
し
き
語
句 

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

一
章　

至
ル
と
至
ら
さ
る 

○
○
○
○
○
○
×
×
○

二
章　

歌
に 

○
○
○
○
○
○
×
×
×

三
章　

爰
に
大
事
あ
り 

○
○
○
×
△
×
×
×
×

四
章　

礼
義
已 

○
○
○
△
△
×
×
×
×

五
章　

此
境
大
事
也 

○
○
○
△
△
×
×
×
×

＊
語
順
の
相
違

三
章　

風
情
を
改
め
て
新
し
く
な
す
也 

正
正
正
逆
逆
逆
逆
逆
逆

三
章　

誠
に
め
つ
ら
し
く
う
つ
く
し
き
詞
也
此
目
聞
ゝ
大
事
也 

正
正
正
逆
逆
逆
逆
逆
逆

４－４



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
三
巻　

二
〇
一
〇
年

＊
語
句
の
違
い

二
章　

其
月
花
そ
は
さ
ま
に
な
ら
す
○
・
其
月
花
ア
サ
マ
ニ
ナ
ラ
ス
× 

○
○
○
○
○
○
×
×
×

五
章　

古
め
か
し
く
て
古
き
に
は
を
と
り
○ 

○
×
×
×
×
×
×
×
×

　
　
　

フ
ル
ヒ
レ
テ
ナ
キ
ニ
ハ
ヲ
ト
リ
×

　

こ
れ
ら
の
傾
向
を
見
る
と
、
①
②
③
と
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
の
間
は
、
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
に

気
が
付
く
。
そ
し
て
、
宛
名
の
書
か
れ
て
い
な
い
④
⑤
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
⑥
⑦
⑧
⑨
に
近

い
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
ど
ち
ら
も
、
後
か
ら
①
②
③
よ
り
の
本
を
見
て
訂
正
し

て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
⑥
⑦
⑧
⑨
は
、
嘉
珍
に
伝
わ
っ
た
伝
本
で
あ
る
。
①
は
氏
朝
、
②
は
、

長
隣
、
③
⑩
は
、
井
長
如
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
④
⑤
は
、
嘉
珍

に
伝
わ
っ
た
伝
本
の
系
統
の
可
能
性
が
高
い
。

七　

成
立

で
は
、
こ
の
『
五
字
之
大
事
』
は
ど
う
い
う
過
程
を
経
て
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
形
と
な
っ
た

の
か
考
察
し
た
い
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
二
条
家
伝
来
の
も
の
が
、
幽
斎
・
貞
徳
を
経
て
長
孝
・
長
雅

に
伝
わ
っ
た
と
あ
る
。
貞
徳
の
時
ま
で
は
、
口
伝
で
あ
り
、
長
孝
が
伝
え
る
時
に
初
め
て
文
面
に
記

さ
れ
た
と
あ
る
。
現
在
目
に
す
る
形
が
い
つ
で
き
あ
が
っ
た
か
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
本
文

中
に
あ
る
証
歌
の
存
在
が
あ
る
。
全
部
で
三
十
二
首
あ
る
証
歌
の
う
ち
、
時
を
特
定
で
き
る
歌
が
存

在
す
る
。「
近
き
此
の
歌
」・「
頃
日
の
人
の
歌
」
で
あ
る
。
こ
の
九
首
の
「
頃
日
の
人
の
歌
」
の
出

典
や
作
者
が
判
明
す
れ
ば
、
最
終
的
な
成
立
年
代
も
特
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ

で
三
十
二
首
の
出
典
を
調
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

①
時
の
指
定
の
な
い
歌
２
０　

『
新
古
今
和
歌
集
』
１
２
・『
拾
遺
愚
草
』
２
・『
拾
遺
和
歌
集
』
１
・

『
詞
花
和
歌
集
』
１
・『
千
載
和
歌
集
』
１
・『
新
勅
撰
和
歌
集
』
１
・『
続
古
今
和
歌
集
』
１
・『
歌

枕
名
寄
』
１

②
近
き
此
の
歌
３　

『
挙
白
集
』
２
・『
逍
遊
集
』
１

③
頃
日
の
人
の
歌
９　

悪
歌
『
麓
の
ち
り
』
３
・
出
典
不
明
２
／
秀
歌
『
奉
納
千
首
和
歌
』
４

『
麓
の
ち
り
』
は
、
河
瀬
菅
雄
の
編
に
よ
る
も
の
で
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
刊
。
三
首
の
作

者
は
、
藤
原
之
雄
・
忠
至
・
月
券
で
あ
る
。
一
方
、『
奉
納
千
首
和
歌
』
は
、
長
雅
の
編
に
よ
る
も

の
で
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
四
首
の
作
者
は
、
有
賀
長
伯
・
水
田
長

隣
・
志
水
性
知
（
兼
武
）・
下
村
嘉
雄
で
あ
る
。
実
際
に
歌
の
作
ら
れ
た
の
は
、
刊
行
さ
れ
た
年
よ

り
早
い
と
考
え
ら
れ
る
。
長
隣
の
歌
は
、
当
時
秀
歌
と
し
て
有
名
だ
っ
た
ら
し
く
『
以
敬
斎
聞
書
』

に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
日
下
幸
男
氏
は
、
こ
の
歌
を
『
文
翰
雑
編
』
に
も
載
っ
て
い
る
の
で
元
禄
五

年
（
一
六
九
二
）
頃
の
詠
か
と
述
べ
ら
れ
て
い
る) 2

(

。

　

さ
す
れ
ば
、
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
『
五
字
之
大
事
』
と
は
、
最
終
的
に
は
、
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）
前
後
以
降
か
ら
、
長
雅
か
ら
氏
朝
に
伝
授
の
あ
っ
た
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
ま
で

の
間
に
、
長
雅
の
手
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
延
宝
二
年
の
長
孝
の
伝
授
の
際
は
、
ど
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
考
え
る
手
が
か
り
は
長
孝
の
奥
書
に
あ
る
。
も
う
一
度
長
孝
の
奥
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
長

孝
は
、
こ
の
『
五
字
之
大
事
』
と
は
本
来
面
授
口
伝
で
あ
り
、
文
に
書
か
れ
て
お
ら
ず
心
の
中
に
刻

み
つ
け
る
だ
け
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
詳
細
は
心
に
刻
み
付
け
難
い
の
で
、
暫
く
の
間
文

句
を
書
き
記
し
て
お
く
と
言
う
。
こ
の
目
は
、
代
々
二
條
家
に
伝
わ
っ
て
き
た
と
す
る
。
こ
こ
で
目

と
言
っ
て
い
る
の
は
、
○
や
△
で
表
さ
れ
た
伏
せ
字
五
字
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
が
心
に
刻

み
付
け
難
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
詳
細
が
、
複
雑
で
正
確
に
覚
え
き
れ
な

い
と
い
う
こ
と
を
さ
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
前
述
し
た
本
文
の
構
成
を
も
う
一
度
振
り
返

り
た
い
。
本
文
五
字
各
々
の
秘
伝
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
部
に
分
か
れ
、
前
半
の
陰
陽
五
行
の
密
説
で
説

か
れ
た
漢
文
部
分
と
後
半
の
証
歌
を
伴
う
漢
字
仮
名
混
じ
り
部
分
と
に
分
か
れ
る
。
陰
陽
五
行
で
説

か
れ
る
五
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
五
位
・
五
行
・
五
方
・
五
季
・
五
臓
・
五
色
・
五
常
・
五
角
と
の
対

応
を
持
ち
（
3
）、『
太
極
図
説
』
や
易
等
を
論
拠
と
し
て
論
が
展
開
し
て
い
く
。
そ
し
て
対
応
の
説
明
が

終
わ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
い
よ
い
よ
和
歌
の
詠
み
方
の
眼
目
の
説
明
が
、
証
歌
と
共
に
な
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
長
孝
が
、
心
の
中
に
刻
み
難
い
の
で
文
言
に
表
す
と
し
た
の
は
、
こ
の
陰
陽
五
行
で
説
明

さ
れ
た
冒
頭
部
五
字
と
、
位
・
行
・
方
・
季
・
臓
・
色
・
常
・
角
の
対
応
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
確
か
に
多
く
の
出
典
か
ら
の
説
明
に
な
っ
て
お
り
、
正
確
に
暗
記
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ら

れ
る
。
延
宝
二
年
の
長
孝
の
伝
授
は
、
本
文
各
々
の
章
前
半
の
陰
陽
五
行
の
密
説
で
説
か
れ
た
部
分

が
主
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
後
半
各
々
の
章
の
証
歌
を
含
む
歌
の
詠
み
方
に
関
す
る
説

明
は
、
伝
授
さ
れ
た
も
の
に
、
長
雅
が
後
か
ら
大
幅
に
増
補
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
『
五
字
之
大
事
』
と
は
、
長
孝
か
ら
の
陰
陽
五

行
説
の
五
字
の
伝
の
後
に
、
長
孝
か
ら
の
伝
授
を
元
に
、
長
雅
が
同
時
代
の
歌
を
取
り
入
れ
て
詠

み
方
の
極
意
と
し
て
元
禄
九
年
前
後
か
ら
宝
永
二
年
の
間
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
悪
歌
」
と
「
秀
歌
」
の
選
び
方
か
ら
は
、
長
雅
門
と
菅
雄
門
と
の
対
立
の
さ
ま
も
読
み
と
れ
る
（
4
）。
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さ
て
、
長
雅
が
ど
う
い
う
意
図
を
持
っ
て
『
五
字
之
大
事
』
を
ま
と
め
た
の
か
を
考
察
す
る
た
め

に
、
序
を
取
り
上
げ
る
。（
句
読
点
は
、
適
宜
補
う
。）

大
和
歌
は
二
神
よ
り
は
し
ま
る
と
い
へ
と
も
、
素
戔
嗚
尊
他ヒ
ト

の
國
よ
り
音
律
礼
楽
も
い
ま
た
渡

ら
さ
る
以
前
に
、
五
章
に
五
律
を
備
へ
、
三
十
一
字
に
三
百
六
十
律
を
兼
、
程
拍
子
を
定
め
政

の
輔
と
し
、
此
國
の
風
ク
ニ
ナ
ラ
ヒ

俗
と
な
さ
し
む
。
し
か
の
み
な
ら
す
、
上
五
七
五
下
七
々
の
句
を
陰
陽

に
わ
か
ち
、
五
句
を
五
行
に
あ
て
、
三
十
一
字
を
一
世
と
し
て
人
躰
に
な
そ
ら
ふ
。
然
あ
り
し

よ
り
以コ
ノ
カ
タ降
、
樵キ

コ

リ夫
蒭ク
サ
カ
リ蕘
の
口
ク
チ
ス
サ
ミ
遊
も
五
七
五
七
々
の
程
拍
子
い
さ
ゝ
か
た
か
ふ
事
な
し
。
さ
れ
は

熊
野
権
現
、
何
事
も
衰
へ
ゆ
け
と
、
此
道
こ
そ
末
の
代
に
も
か
は
ら
ぬ
も
の
な
れ
と
あ
り
し
御

示
現
け
に
も
と
こ
そ
覚
へ
侍
れ
。
抑
人
丸
・
貫
之
・
定
家
を
和
歌
三
尊
と
た
て
侍
る
。
人
丸
の

御
事
は
、
神
祇
な
れ
は
い
と
も
か
し
こ
し
。
貫
之
延
喜
の
聖
代
に
出
て
、
古
今
集
を
撰
は
る
。

古
今
集
は
、
撰
集
の
亀
鑑
、
和
歌
の
大
本
、
天
下
の
至
宝
也
。
其
功
幾イ
ク
ハ
ク
ソ

多
。
さ
て
亦
定
家
卿
世

に
出
て
、
和
歌
を
中
興
し
諸
鈔
物
を
述
し
て
二
條
家
の
正
統
を
た
て
奥
旨
を
傳
へ
給
へ
り
し
よ

り
、
敷
嶋
の
道
に
ま
よ
は
す
、
和
歌
浦
の
玉
を
ひ
ろ
ふ
輩
お
ほ
く
さ
ま
さ
ま
に
な
り
に
け
り
。

そ
れ
よ
り
後
、
頓
阿
法
師
出
て
大
功
を
な
し
、
玄
旨
法
印
並
な
き
道
の
先
達
に
て
、
公
家
地
下

に
弘
く
家
の
正
統
奥
旨
を
残
し
を
か
れ
侍
り
き
。
も
と
も
五
字
三
義
十
一
箇
と
い
へ
る
事
は
、

其
名
目
も
つ
た
ふ
る
事
難
き
事
に
な
む
侍
る
。
し
か
あ
れ
と
、
此
道
に
入
た
ら
ん
人
、
此
習
な

く
て
は
闇
夜
に
山
峡
を
蹤フ
メ

る
か
こ
と
く
な
ら
ん
か
し
。

　

こ
の
序
は
、
二
つ
に
分
か
れ
る
。
前
半
は
、
引
用
七
行
目
「
御
示
現
け
に
も
と
こ
そ
覚
へ
侍
れ
」

の
部
分
ま
で
。
和
歌
の
始
原
を
陰
陽
五
行
の
密
説
で
説
き
、
和
歌
の
道
が
い
か
な
る
世
に
も
不
変
で

あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
宗
祇
、
吉
田
兼
倶
か
ら
長
雅
ま
で
伝
授
の
な
さ
れ
た

『
八
雲
神
詠
伝
（
5
）』

の
「
超
大
極
秘
之
大
事
」
に
典
拠
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。『
八
雲
神
詠
伝
』
は
、

素
戔
嗚
尊
の
「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
」
の
歌
に
ま
つ
わ
る
伝
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
四
妙
の
大
事
と

い
う
秘
伝
が
あ
り
、
字
妙
・
句
妙
・
始
終
妙
の
箇
所
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
6
）。（
便
宜
上
、

以
下
ａ
ｂ
ｃ
で
表
す
。）

ａ　

此
神
詠
ニ
四
妙
ア
リ
。
字
妙
・
句
妙
・
意
妙 

・
始
終
妙
也
。
先
字
妙
ト
ハ
、
三
十
一
字
ノ
数

一
月
三
十
日
ト
極
リ
テ
又
朔
日
ト
始
ル
、
天
道
ノ
循
環
無
窮
ノ
道
理
也
。（
中
略
）
字
書
ニ
モ

三
十
一
曰
世
ト
ア
リ
。
一
世
ヲ
三
十
年
ト
極
テ
三
十
一
年
ト
始
ル
、
是
又
万
代
不
易
之
理
リ
也
。

ｂ　

句
妙
ト
云
ハ
、
一
首
ヲ
分
テ
五
句
ニ
定
ム
。
是
人
躰
也
。
則
五
行
五
大
五
臓
五
音
五
色
等
ヲ
主

ル
森
羅
万
象
、
此
五
句
ヲ
出
ル
事
ナ
シ
。
五
句
三
十
一
字
ニ
極
メ
タ
マ
フ
ル
ニ
深
秘
ナ
ル
道
理

有
。
是
音
律
ニ
カ
ナ
ヘ
リ
。
天
竺
ノ
三
百
六
十
律
ヲ
唐
土
ニ
ハ
十
二
律
ト
セ
リ
。
其
十
二
律
ヲ

五
句
ニ
ツ
ゝ
ム
音
律
、
程
拍
子
ニ
叶
ヘ
リ
。

ｃ　

始
終
妙
ト
云
ハ
、
二
神
ノ
神
詠
ヨ
リ
始
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
其
理
リ
葦
牙
ニ
フ
ル
ゝ
風
ノ
音
ニ
フ
ク

メ
リ
。
サ
レ
ハ
天
地
ト
共
ニ
始
レ
ル
歌
ナ
ル
ヘ
シ
。
ワ
キ
テ
大
日
本
ノ
風
俗
ノ
歌
ナ
レ
ハ
、
五

句
三
十
一
字
変
ス
ル
事
ナ
ク
、
此
國
ノ
ア
ラ
ン
カ
キ
リ
断
滅
ナ
キ
誓
約
ア
リ
ト
ソ
。
万
ノ
道
ハ

衰
ヘ
行
ト
モ
此
道
ハ
カ
リ
末
代
ニ
モ
絶
ヘ
カ
ラ
ス
ト
熊
野
権
現
御
示
現
ア
ラ
タ
也
。
可
貴
可

仰
。

「
字
妙
」
で
は
、「
三
十
一
字
を
一
世
」
と
す
る
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
は
、『
五
字

之
大
事
』
序
の
冒
頭
に
対
応
す
る
。

ま
た
、
次
の
「
句
妙
」
に
見
え
る
「
五
行
五
大
五
臓
五
音
五
色
等
ヲ
主
ル
森
羅
万
象
、
此
五
句
ヲ

出
事
ナ
シ
」
と
い
う
部
分
こ
そ
は
、
ま
さ
し
く
『
五
字
之
大
事
』
各
々
の
章
の
冒
頭
に
見
え
る
和
歌

の
五
字
と
五
位
・
五
行
・
五
方
・
五
季
・
五
臓
・
五
色
・
五
常
・
五
音
の
対
応
の
根
拠
（
注
（
３
）

参
照
）
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
述
べ
始
め
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
句
妙
」
で

は
、『
五
字
之
大
事
』
序
に
見
え
た
音
律
や
程
拍
子
の
言
及
も
あ
る
。『
五
字
之
大
事
』
序
最
後
の
「
熊

野
権
現
御
示
現
」
と
は
、「
始
終
妙
」
に
み
え
る
「
万
ノ
道
ハ
衰
ヘ
行
ト
モ
此
道
ハ
カ
リ
末
代
ニ
モ

絶
ヘ
カ
ラ
ス
ト
熊
野
権
現
御
示
現
ア
ラ
タ
也
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
熊
野
権
現
御
示
現
」
は
、『
詠

歌
大
本
秘
訣
』
序
に
も
『
戴
恩
記
』
に
も
見
え
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
西
行
の
歌
の
詞
書
に
見
え

る
話
で
あ
る
。
以
上
、
序
の
前
半
は
、『
八
雲
神
詠
伝
』
を
典
拠
に
、
和
歌
の
徳
と
和
歌
の
道
が
い

か
な
る
世
に
も
不
変
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、『
五
字
之
大
事
』
序
後
半
は
、
二
條
家
に
繋
が
る
和
歌
の
流
れ
を
述
べ
始
め
る
が
、
和
歌

の
巨
星
、
人
麿
・
貫
之
・
定
家
を
「
和
歌
三
尊
」
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
「
和
歌
三
尊
」
と
い
う
言

い
方
は
、
西
田
正
宏
氏
が
『
詠
歌
大
概
安
心
秘
訣
』・『
戴
恩
記
』
に
も
見
え
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
貞

徳
独
自
の
見
解
か
も
し
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
7
）。

長
雅
は
、
さ
ら
に
こ
の
系
譜
に
頓
阿
・
幽
斎
を
追

加
す
る
。
長
雅
の
『
神
國
和
歌
師
資
相
傳
正
流
血
脈
道
統
之
譜
』
の
幽
斎
の
項
に
は
、「
人
丸
・
貫
之
・

定
家
・
頓
阿
・
幽
斎
、
こ
れ
を
五
尊
と
謂
ふ
（
8
）。」
と
あ
る
。
頓
阿
に
関
し
て
は
、
長
雅
と
同
時
代
の

堂
上
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
（
9
）。
け
れ
ど
も
、
幽
斎
の
扱
い
に
関
し
て
は
、
堂
上
と
地
下
の
長

雅
等
は
、
逆
で
あ
る
。
堂
上
で
は
、
幽
斎
は
、
古
今
伝
授
の
中
継
ぎ
と
し
て
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
る

の
み
で
、
歌
・
歌
学
と
も
に
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
地
下
で
は
、
神
格

化
さ
れ
、
尊
崇
さ
れ
て
い
る
）
10
（

。

幽
斎
は
、
二
條
家
の
奥
旨
を
残
し
た
が
、「
五
字
三
義
十
一
箇
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
名
目
す

ら
伝
わ
る
こ
と
が
難
し
い
と
し
て
い
る
。
が
、
和
歌
の
道
を
進
む
人
に
は
、
こ
の
習
い
は
、
必
要
不
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可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
こ
こ
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
長
雅
が
、『
五

字
之
大
事
』
を
ま
と
め
た
理
由
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
三
義
・
十
一
箇
」
と
は
、
長
孝
・
長
雅
に
よ
り

ま
と
め
ら
れ
た
『
詠
歌
大
本
秘
訣
』
で
説
か
れ
て
い
る
詠
み
方
の
教
え
で
あ
る
。「
三
義
」
は
、『
詠

歌
大
本
秘
訣
』
巻
一
「
三
義
之
大
事
」
で
あ
り
、「
十
一
箇
」
と
は
、『
詠
歌
大
本
秘
訣
』
巻
二
「
十
一

箇
之
大
事
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
三
義
」
と
は
、
風
体
・
詞
・
心
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
名
称
は
、

伝
本
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
も
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
本
（
ナ
二―

三
六
九
）
で
は
、
風
体
・

荘
厳
﹇
詞
也
﹈・
意
識
で
あ
り
、
宇
部
市
立
図
書
館
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）

で
は
、「
三
義
」
は
、
意
識
﹇
心
﹈・
容
貌
﹇
風
体
﹈・
荘
厳
﹇
詞
﹈
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
五
字

之
大
事
』
の
本
文
四
章
に
「
亦
制
の
詞
の
や
う
に
古
き
詞
の
二
字
三
字
を
取
合
せ
五
文
字
と
し
、
三

字
四
字
を
取
合
せ
七
文
字
と
し
て
我
物
と
し
た
る
金
玉
も
あ
り
。
委
は
三
義
の
大
事
荘
厳
の
段
に
譲

り
て
略
之
訖
」
と
い
う
よ
う
に
、「
三
義
」
の
一
つ
が
、
荘
厳
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
一
方
、

「
十
一
箇
」
は
、
前
掲
国
文
学
研
究
資
料
館
本
で
は
、
一
盗
・
二
類
・
三
病
・
四
禁
・
五
無
心
所
着
・

六
俗
・
七
難
・
八
傍
・
九
平
・
十
誹
・
十
一
唐
衣
。
宮
内
庁
書
陵
部
本
（
四
六
七―

九
）﹇
国
文
学

研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
﹈
で
は
、
盗
・
類
・
病
・
難
・
無
心
所
着
・
俗
・
制
・
新
・
平
懐
・

誹
・
唐
衣
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
一
盗
（
便
宜
上
国
文
学
研
究
資
料
館
本
の
番
号
を
使
う
）
が
、

制
の
詞
・
主
あ
る
詞
の
使
用
禁
止
。
二
類
は
、
等
類
へ
の
注
意
。
三
病
は
、
歌
病
の
こ
と
。
四
禁
／

難
は
、
制
の
詞
・
用
捨
詞
・
嫌
詞
・
歌
会
で
の
態
度
。
五
無
心
所
着
は
、
無
心
所
着
の
禁
止
。
六
俗
は
、

俗
言
の
禁
止
。
七
難
／
制
は
、
不
吉
な
詞
・
謡
の
詞
の
禁
止
。
八
傍
／
新
は
、
新
の
意
味
。
九
平
／

平
懐
は
、
平
懐
を
避
け
る
こ
と
。
十
誹
は
、
新
言
を
言
う
こ
と
を
慎
む
こ
と
。
十
一
唐
衣
は
、
同
じ

よ
う
な
歌
を
何
度
も
詠
む
こ
と
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る
。「
十
一
箇
」
は
、
概
し
て
禁
止
事
項
が
多
い
。

「
三
義
」
は
、
幽
斎
の
『
詠
歌
大
概
抄
』
か
ら
の
引
用
が
多
く
、
風
体
で
は
、
約
半
分
、
心
で
も
三

割
近
く
に
上
る
。

前
掲
国
文
学
研
究
資
料
館
本
の
明
和
九
年
の
奥
書
に
は
、「
三
義
十
一
箇
の
名
目
は
昔
よ
り
の
口

受
に
て
二
条
家
世
々
伝
へ
来
し
を
、
長
雅
初
学
の
た
め
諸
抄
の
う
ち
よ
り
抜
集
て
五
巻
と
な
し
畢
。

尤
其
功
少
か
ら
す
、
よ
く
集
た
り
と
云
へ
し
」
と
あ
り
、「
三
義
十
一
箇
」
は
、
初
学
の
人
向
け
の

教
え
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。『
近
世
古
今
伝
授
史
の
研
究　

地
下
篇
』
に
よ
れ
ば
、『
詠
歌
大

本
秘
訣
』
は
、
長
雅
か
ら
九
人
程
に
伝
授
さ
れ
て
お
り
弟
子
達
は
さ
ら
に
伝
授
を
繰
り
返
し
た
た
め
、

現
存
す
る
伝
本
も
多
い
。
そ
れ
に
対
し
『
五
字
之
大
事
』
は
、
以
下
に
述
べ
る
理
由
か
ら
、「
三
義

十
一
箇
」
よ
り
も
上
級
者
向
け
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。
本
文
三
章
に
、
教
え
を
述
べ
た
後
、「
但
是

は
入
た
ち
た
る
人
へ
の
相
伝
の
上
の
沙
汰
也
。
初
学
の
人
は
ふ
る
め
か
し
く
と
も
先
歌
数
を
よ
み
て

口
馴
た
る
か
よ
き
也
」
と
あ
り
、
上
級
者
向
け
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、『
近
世
古

今
伝
授
史
の
研
究　

地
下
篇
』
の
氏
朝
へ
の
伝
授
の
順
序
を
見
る
と
、
い
わ
ゆ
る
古
今
伝
授
の
前
の

伝
授
は
、『
詠
歌
大
本
秘
訣
』
か
ら
始
ま
っ
て
『
五
字
之
大
事
』
付
近
で
終
了
し
て
い
る
。
詠
み
方

の
教
え
と
し
て
は
、「
三
義
十
一
箇
」
が
、
初
心
者
用
で
、「
五
字
」
の
方
が
上
級
者
向
け
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。『
五
字
之
大
事
』
が
、
ど
う
い
う
者
に
伝
授
さ
れ
て
い
た
か
も
考

え
て
み
た
い
。
も
う
一
度
《
奥
書
に
基
づ
く
伝
来
》
を
参
照
さ
れ
た
い
。
長
雅
か
ら
、
氏
朝
・
長
隣
・

長
伯
・
井
長
如
・
嘉
珍
・
正
言
に
伝
授
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
伝
本
⑨
の
奥
書
か
ら
は
、
嘉
珍
と
は
、

短
山
正
言
で
は
な
い
か
と
読
み
と
れ
る
。
ま
た
、
③
の
奥
書
は
、
長
雅
か
ら
井
長
如
宛
で
は
あ
る
が
、

以
下
一
連
の
奥
書
の
流
れ
で
は
、
長
雅
か
ら
正
言
へ
の
伝
授
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
正

言
と
は
、
井
長
如
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
井
長
如
も
長
と
名
が
つ
く
か
ら
に
は
、
全
伝
の

伝
授
が
あ
っ
た
と
思
し
い
。
と
す
れ
ば
、『
五
字
之
大
事
』
は
、
現
在
判
明
し
て
い
る
伝
本
か
ら
は
、

い
ず
れ
も
長
雅
か
ら
全
伝
を
伝
え
ら
れ
た
高
弟
達
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

貞
徳
は
、『
戴
恩
記
』
の
中
で
伝
授
さ
れ
た
も
の
を
列
挙
し
た
後
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
）
11
（

。

此
の
外
い
く
ら
も
相
傳
の
物
ど
も
候
へ
ど
も
、
爰
に
か
ゝ
ず
。
又
紙
面
に
の
せ
ず
、
詞
に
て
傳

ふ
る
秘
事
多
し
。
定
家
卿
よ
り
幽
斎
法
印
ま
で
、
一
器
の
水
を
一
器
に
う
つ
す
や
う
に
口
づ
か

ら
傳
へ
給
し
な
り
。
是
よ
み
か
た
の
口
傳
と
申
す
秘
事
也
。
詠
歌
大
概
に
も
さ
る
よ
み
か
た
あ

る
ま
じ
き
や
う
に
、
人
の
お
も
ふ
べ
け
れ
ど
、
大
概
と
書
に
て
あ
る
事
を
し
る
べ
し
。

貞
徳
の
段
階
で
は
、
文
字
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
よ
み
か
た
の
口
傳
と
申
す
秘
事
」
が
、「
五
字
・

三
義
・
十
一
箇
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
五
字
之
大
事
』
の
ほ

う
は
、『
八
雲
神
詠
伝
』
の
「
超
大
極
秘
之
大
事
」
と
い
う
秘
伝
を
背
景
に
展
開
す
る
、
詠
み
方
の

最
奥
秘
で
は
な
か
っ
た
か
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

九　

お
わ
り
に

従
来
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
『
五
字
之
大
事
』
の
成
立
・
伝
本
・
伝
授
の
位
置
等
に
つ
い
て
考

察
し
た
。『
五
字
之
大
事
』
と
は
、
元
禄
九
年
前
後
か
ら
宝
永
二
年
の
間
ま
で
に
、
長
雅
が
、
長
孝

か
ら
の
伝
授
を
元
に
弟
子
達
の
歌
を
も
入
れ
て
ま
と
め
た
詠
み
方
の
教
え
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
口

伝
で
し
か
な
か
っ
た
先
人
の
教
え
を
、
正
し
く
系
統
立
て
て
高
弟
達
に
残
し
た
い
と
い
う
、
流
派
を

率
い
る
者
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
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飯
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『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
の
成
立
と
平
間
長
雅

４－８

注

（
１
）　

『
人
物
百
談
』（
森
繁
夫
・
一
九
四
三
年
・
三
宅
書
店
刊
）
に
享
保
十
九
年
に
円
山
賀
納
が
、
長
伯
よ
り
『
五

字
大
事
極
秘
事
』
を
伝
授
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　

『
近
世
古
今
伝
授
史
の
研
究　

地
下
篇
』（
一
九
九
八
年
・
新
典
社
刊
）
六
一
頁
。

（
３
）　

五
字
の
対
応　

▽
△

震
木
東
春
肝
青
仁
角
／
△
離
火
南
夏
心
赤
礼
徴
／
□
坤
土
中
央
土
用
脾
信
宮
／
◇
兌
金
西

秋
肺
白
義
商
／
○
坎
水
北
冬
腎
黒
智
羽

（
４
）　

長
雅
門
と
菅
雄
門
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
神
作
研
一
氏
の
「
『
難
三
長
和
歌
』
を
め
ぐ
っ
て―

元
禄
地
下
二
条

派
歌
論
の
位
相―

」(

『
和
歌　

解
釈
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
』・
一
九
九
八
年
・
笠
間
書
院
刊)

に
指
摘
が
あ
る
。

（
５
）　

三
輪
正
胤
氏
の
『
歌
学
秘
伝
の
研
究
』（
一
九
九
四
年
・
風
間
書
房
刊
）
に
、
歌
学
者
流
『
八
雲
神
詠
伝
』
の

改
作
者
は
、
貞
徳
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
６
）　

引
用
は
、
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
本
『
八
雲
神
詠
和
歌
三
神
化
現
大
事
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
き
）
に
よ
る
。

（
７
）　

『
松
永
貞
徳
と
門
流
の
学
芸
の
研
究
』（
二
〇
〇
六
年
・
汲
古
書
院
刊
）
二
六
頁
。

（
８
）　

引
用
は
、
中
田
光
子
氏
蔵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
き
）
に
よ
る
。

（
９
）　

『
松
永
貞
徳
と
門
流
の
学
芸
の
研
究
』
二
六
六
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

（
10
）　

上
野
洋
三
氏
の
『
元
禄
和
歌
史
の
基
礎
構
築
』（
二
〇
〇
三
年
・
岩
波
書
店
刊
）
一
一
五
頁
、
西
田
正
宏
氏
の
「
幽

斎
（
学
）
の
享
受
」（
『
細
川
幽
斎　

戦
塵
の
中
の
学
芸
』・
二
〇
一
〇
年
・
笠
間
書
院
刊
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
11
）　

引
用
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
刊
）
に
よ
る
。
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The birth of “Wakadenjugojinodaiji” and Hirama Chouga

IIBUCHI Yumi

abstract

“Wakadenjugojinodaiji” is the book that was written about the way of composing a waka poetry 

in the first term of the Edo period.  No one has studied about “Wakadenjugojinodaiji” yet.  But it is 

worth studying about.  So I tell about the birth of “Wakadenjugojinodaiji” in the paper.
“Wakadenjugojinodaiji” was written by Hirama Chouga between 1696 and 1705, because some waka 

poetries on it were given by “Hounousensyuwaka” published in 1696, and he passed it down Houjou 

Ujitomo in 1705 for the first time in his life.  He wove one critique from the lesson of his teacher  

Mochizuki Choukou  and the wisdom of the Nijou  group.

The book is useful to advanced learners.  In it he told about five points to compose a waka poetry.  

These points were the secrets in those days. They were founded on the theory “Choudaigokuhinodaiji” 

on the book “Yagumoshinneiden”.

The reason that he had written “Wakadenjugojinodaiji” was that he had hoped to pass the secrets 

down to leading disciples correctly.

 On the other hand, in the book “Eigataihonhiketsu” he told about three points and eleven points to 

compose a waka poetry.  These are suitable for beginners.

Keywords：“Wakadenjugojinodaiji”, Hirama Chouga, “Choudaigokuhigojiden”, gojisangijuuikka, 
“Eigataihonhiketsu”
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